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自分で焙煎して初めて見えてくる 

コーヒーの本当のおいしさ。 
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手網やフライパンがあれば、コーヒー豆の焙煎はすぐにはじめられる。 

コーヒー好きが驚くほどの味になる、自家焙煎の指南書。 

 

もしあなたが焙煎未経験で、コーヒーのことをもっと知りたいと思うなら、実際に自分で何度か焙煎

してみることを強くお勧めします。抽出に比べてハードルが高いことは否めませんが、自分で焙煎し

て初めて見えてくる「コーヒーの一面」が、抽出して初めて見えることよりも、遙かにたくさん存在す

るからです。(旦部) 

    

プロアマの垣根は低くなったと感じます。もちろんプロにはプロの強みがありますが、どうしても「商

売」にするための落とし所を探る必要が出てくるのです。しかし個人が趣味でやるには採算も利便も

度外視できるし、たとえ失敗したところで、自分ひとりがまずいコーヒーを飲めば済む話。アマチュア

にはアマチュアの強みがあると言えます。(旦部) 

 



【本書が解き明かすポイントは３つ】 

―――目次より――― 

はじめに貨幣の定義あり 

第１章 債務貨幣システムと「失われた 30年」 

第２章 主流派経済学の破綻 

第３章 MMTは債務貨幣のデザイン欠陥を隠蔽 

第４章 公共貨幣システムへの移行 

第５章 公共貨幣で新国生みイニシアティブ 
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※貴媒体にてご紹介をご検討いただけますと幸いです。 

【本書のお問い合わせ先】                                                          

集英社インターナショナル 

電話：03-5211-2632   公式サイト：https://www.shueisha-int.co.jp/ 

 

 

   

本書の中には、コーヒー焙煎のセミプロたちが複数登場してくる。それは有名な写真家であったり、

業界に聞こえたブロガーであったり、果ては機械メーカーの社員や料理学校の先生もいる。(中略)

拙著『コーヒーに憑かれた男たち』の続編がもしあるならば、真っ先に登場してもらいたい人たちで

ある。彼らこそ令和版のまったき「憑かれた男たち」といえるだろう。(嶋中) 

――「まえがき」「あとがき」より抜粋 
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